
建築構造ポケットブック 計算例編 正誤表 2022.7.2

頁 章・節 誤 正 掲載日

21 1.1.5
Ａ．
図1.1.8

屋根勾配
（図の差し替え）

2015.12.9

180 3.1.4 Ｅ．
Ａ5＝～　の式

３行目
3,200 kN 3,200 mm2 2015.12.9

326 4.9.6 Ｂ．(2) 下から８行目
細粒分含有率10％であるか
ら、

細粒分含有率５％であるか
ら、

2015.12.9

建築Ｈl－ＰL法によるＰL値 道示Ｈl－ＰL法によるＰL値

道示Ｈl－ＰL法によるＰL値 建築Ｈl－ＰL法によるＰL値

62 1.5.4 Ａ．(2)
上から4行目から,
Ｂの上まで

2019.6.5

Ｇ． 上から5行目 29.6×1.5＝44.4 kN 30.2×1.5＝45.3 kN

Ｇ．(1) 一番下の行 Qa＝44.4 ＜ ＯＫ Qa＝45.3 ＜ ＯＫ

198 3.3.4 Ｇ．(2) 下から3～2行目
＝-26.4-75.7＝-102.1 kN
|R2|＝102.1＜qs19＝104 kN

＝-26.4-(-75.7)＝49.3 kN
|R2|＝49.3＜qs19＝104 kN 2020.5.12

307
～
311

4.7.3 図4.7.1
土圧モデル
図中⑤

2022.5.20

217 3.5.4 Ｄ． ・フランジ側 2022.7.2別紙2参照（計算式の訂正及び参考文献3）追加）

2015.12.9

197 3.3.4 2020.5.12

別紙1参照（⑤の修正に伴う訂正）

項　目

図 1.1.8

334 4.9.9 図4.9.5 (b) Ｈl～ＰL判定図

1

keisanrei-seigo-besshi1.pdf
keisanrei-seigo-besshi2.pdf
keisanrei-seigo-besshi2.pdf
keisanrei-seigo-besshi1.pdf

